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リター層の無機化に対する加熱処理温度の影響
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【背景】
　シベリア永久凍土上に成立する森林生態系では、低温・低蒸発散量を反映して厚いリター層（O層）が形成されている。O層は、大きな炭素プールであると同時に鉱質土壌へ長期的に保持される有機態炭素の給源としての役割も持っており、同地域が陸域最大の炭素貯蔵庫となりうる重要な因子となっている。近年、同地域で頻発する森林火災でO層が燃焼・焼失しており、炭素貯蔵庫から放出源に変わる可能性が指摘されている。火災後のO層の機能や回復過程を予測するためにもO層に対する火災温度の影響評価が必要である。これまでの研究において、燃焼温度がO層からの溶存有機態炭素および溶存無機養分量に影響を及ぼすことが明らかとなった。このことから森林火災はO層中の各種元素の形態に影響しており、有機態炭素の無機化に対しても影響を及ぼすことが予測された。そこで本研究では、シベリア永久凍土域のO層の無機化に対する加熱又は燃焼処理の影響について検討した。
【試料と方法】
　O層試料採取地は、ロシア連邦、エベンキア共和国、トゥラであり、連続永久凍土分布域に位置し、カラマツが主植生の林地である。永久凍土分布域に特徴的な地形であるハンモック地形に留意し、凸地（M）と凹地（T）、それぞれからO層試料を採取した。O層試料は、65℃で十分に乾燥したのち、105、150、250、350、450、550℃、15分間の加熱処理を施した（図１）。O層試料
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図１　O層試料の加熱処理
· 発表番号の挿入等の関係で、タイトル等の位置をこちらで変更させて頂く場合があります。

